
 

 

 

 

 

 

 

 

奈良まほろばかるた 

―絵とかるた文・解説文― 
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あすかでら  

にほんでいちばん 

ふるいてら 

 

飛鳥寺
あすかでら

日本
にほん

で一番
いちばん

古
ふる

い寺
てら

 
 

飛鳥寺は、蘇我馬子
そがのうまこ

が１４００年以上前の推古
すいこ

天皇４年(５９６)に建てた日本で初めて金 堂
こんどう

や塔がある本格的

なお寺です。建てられた当時は法
ほう

興
こう

寺
じ

と呼ばれていました。 

推古天皇１７年（６０９）に鞍 作 止 利
くらつくりのとり

が作った銅 造
どうぞう

の仏 像
ぶつぞう

がまつられました。この仏像は、飛鳥寺の本尊

で飛鳥
あすか

大 仏
だいぶつ

とも呼ばれ、日本で一番古い仏像です。高さは約２.８㍍あります。 
 

い 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いちねんの  

はんぶんあめの 

おおだいがはら 

 

一年
いちねん

の半分
はんぶん

雨
あめ

の大台ケ原
おおだいがはら

 
 

大台ケ原は、吉野郡
よしのぐん

上 北 山 村
かみきたやまむら

と三重県の境にある台
だい

高
こう

山
さん

脈
みゃく

の南の端にある標高１５００㍍前後の台地

で、吉野
よしの

熊野
くまの

国 立
こくりつ

公 園
こうえん

に属しています。年間に降る雨の量は５０００㍉を超えることがある日本でも指折り

の雨の多い地帯です。 

原始林が茂り、カモシカやクマ・サルなどの野生動物も多く棲
す

んでいます。 
 

う 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うみのない  

ならでうまれた 

かきのはずし 

 

海
うみ

のない奈良
な ら

で生
う

まれた柿
かき

の葉
は

寿司
ず し

 
 

吉野
よしの

や五條
ごじょう

などに伝わる柿の葉寿司は、紀 州
きしゅう

(今の和歌山県)から山を越えて運ばれる塩サバを酢をまぶした

飯に乗せ、柿の葉で包み、押
お

し寿
ず

司
し

にしたものです。 

奈良県には海がなく、昔は生の魚は手に入りにくかったので保存ができる塩サバを利用したのです。かつては、

各家庭でいろいろな行事の時に作られていました。 
 

え 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えんのぎょうじゃ  

ならごせうまれの  

しゅげんそう 

 

役 行 者
えんのぎょうじゃ

奈良
な ら

御所
ご せ

生
う

まれの修験
しゅげん

僧
そう

 
 

薬
やく

師
し

寺
じ

のお坊さんが書いた『日本
にほん

霊異記
りょういき

』に、修 験
しゅげん

道
どう

(山 伏
やまぶし

で知られる 密 教
みっきょう

の一派）を初めて開いた役

行者は今の御所市
ご せ し

茅原
ちはら

で生まれたと書かれています。役行者が生まれたといわれる所には、現在、吉 祥 草 寺
きっしょうそうじ

が建てられています。 

役行者が開いたとされるお寺には、金
きん

峯
ぷ

山寺
せんじ

・ 龍
りゅう

泉寺
せんじ

・大 峯
おおみね

山寺
さんじ

などがあります。 
 

お 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おだけとめだけ  

おおつのみこがねむる  

にじょうざん 

 

雄
お

岳
だけ

と雌
め

岳
だけ

大
おお

津
つの

皇
み

子
こ

が眠
ねむ

る二上山
にじょうざん

 
 

二上山は葛 城
かつらぎ

市
し

當麻
たいま

と大阪府
おおさかふ

太 子 町
たいしちょう

にまたがる山で、雄岳(標高５１７㍍)と雌岳(４７４㍍)の二
に

峰
ほう

からな

ります。古代の人々は二峰を男女の二神に見たて「二 神 山
ふたがみやま

」とも呼んでいました。 

飛鳥
あすか

時代に謀反
むほん

の罪で処刑された大津皇子が雄岳山頂に埋 葬
まいそう

されたとも伝えられ、姉の大 伯
おおくの

皇 女
ひめみこ

が二上山

をわが弟といった歌が『万 葉 集
まんようしゅう

』にあります。 



 

か 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かえるとびぎょうじ  

せかいいさんの  

きんぷせんじ 

蛙
かえる

飛
と

び 行
ぎょう

事
じ

 世界
せかい

遺産
いさん

の金
きん

峯
ぷ

山寺
せんじ

 
 

金峯山寺は、役 行 者
えんのぎょうじゃ

が建てたお寺で、修 験
しゅげん

道
どう

で一番大事なお寺とされています。役行者が金峯山
きんぷせん

を本拠

地として修験道に励み、山 岳
さんがく

信 仰
しんこう

を広めたと伝えられるため、修験道の聖地となっています。 

毎年７月７日に行われる蓮華会
れんげえ

には着ぐるみの蛙が登場、「蛙飛び行事」の名で知られています。 

金峯山寺は、平成１６年(２００４)「紀伊
き い

山地
さんち

の 霊 場
れいじょう

と参 詣
さんけい

道
みち

」で世界遺産に登録されました。 
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きょだいな  

やよいじだいの 

からこかぎいせき 

 

巨大
きょだい

な弥生
やよい

時代
じだい

の唐
から

古
こ

・鍵
かぎ

遺跡
いせき

 
 

唐古・鍵遺跡は、奈良盆地のほぼ中央の田原本町唐古
たわらもとちょうからこ

から鍵
かぎ

にかけて、河川によって運ばれてきた土砂が

堆 積
たいせき

した標高４８㍍前後の土地にできた弥生時代の環 濠
かんごう

集 落
しゅうらく

遺跡
いせき

です。 

遺跡の範囲は、南北約８００㍍、東西約６５０㍍、面積約３０万平方㍍と推定され、国内でも指折りの弥生時

代の集落です。また、集落は直径約４００㍍の大 環 濠
だいかんごう

で囲まれていました。 

く 
  

くうかいが  

つたえたという 

やまとちゃ 

 

空海
くうかい

が伝
つた

えたという大和
やまと

茶
ちゃ

 
 

大和茶は、大 同
だいどう

元年(８０６)、空海が唐
とう

から茶の種子を持ち帰り、室生
むろう

(今の宇陀市
う だ し

榛 原
はいばら

赤 埴
あかばね

)に種を蒔
ま

き、

製法を伝えたことに始まるといわれています。また、唐から持ち帰ったという茶
ちゃ

臼
うす

は佛
ぶつ

隆 寺
りゅうじ

(榛原赤埴)に保

存されています。 

主に大和高原で作られるお茶は品質の良い煎 茶
せんちゃ

(日光を 遮
さえぎ

らずに栽培し、茶葉を蒸
む

して揉
も

みながら乾燥させ

た緑茶)です。 

け 
  

けまりぎょうじ  

かまたりまつる  

たんざんじんじゃ 

 

蹴鞠
けまり

行事
ぎょうじ

鎌足
かまたり

祀
まつ

る談山
たんざん

神社
じんじゃ

 
 

談山神社は 藤 原
ふじわらの

鎌 足
かまたり

を祭神とします。法
ほう

興寺
こうじ

(今の飛鳥寺)の蹴鞠会
けまりえ

において中 大 兄 皇 子
なかのおおえのおうじ

(のちの天智
てんじ

天

皇)と中臣鎌足(のちの藤原鎌足)が出会い、その後、多武峰
とうのみね

で話し合いを行い、蘇我蝦夷
そがのえみし

・入鹿
いるか

の親子を討ち

滅ぼし、「大化
たいか

の改 新
かいしん

」を行いました。 

話し合いの地とされるところにある談山神社で４月と１１月に蹴鞠行事が行われています。 

神社の境 内
けいだい

にある木 造
もくぞう

十 三 重 塔
じゅうさんじゅうのとう

は世界唯一のものです。 
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こうふくじ 

ごじゅうのとうを 

うつす  

さるさわいけ 

 

興福寺
こうふくじ

五 重 塔
ごじゅうのとう

を映
うつ

す猿沢
さるさわ

池
いけ

 
 

猿沢池は、周囲約３００㍍の興福寺の 放 生
ほうじょう

池
いけ

(とらえた魚などを放すための池)で、すでに 天 平
てんぴょう

時代に、

仏花
ぶっか

を栽培するための興福寺の花園の中にありました。興福寺の境 内
けいだい

の南に三条大路をはさんであり、池には

五重塔(国宝)が映っています。 

仲 秋
ちゅうしゅう

の名 月
めいげつ

の日に行われる采女
うねめ

祭
まつり

は有名で、池に管 弦
かんげん

船
せん

を浮かべて音楽を演奏します。 



 

さ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さいこのれきししょ  

こじきのへんじゃ  

おおのやすまろ 

 

最古
さいこ

の歴史書
れきししょ

古事記
こ じ き

の編者
へんじゃ

太安万侶
おおのやすまろ

 
 

『古事記』は日本で一番古い歴史書で、その初めに、天
てん

武
む

天皇の命令で稗
ひえ

田
だの

阿
あ

礼
れ

が暗
あん

誦
しょう

した皇室の記録と

伝承を和
わ

銅
どう

５年(７１２)に太安万侶が書き記して、３巻にまとめたと書かれています。 

昭和５４年(１９７９)に大和高原の田原地区の茶畑で火葬
かそう

墓
ぼ

が見つかり、墓誌が発見され、古事記の編 者
へんじゃ

と知

られていた太安万侶の実在が確認されました。 

し 
                           

      
 

しょだい  

じんむてんのうまつる  

かしはらじんぐう 

 

初代
しょだい

神武
じんむ

天皇
てんのう

祀
まつ

る橿
かし

原神宮
はらじんぐう

 
 

橿原神宮の 祭 神
さいじん

は神武天皇と媛蹈鞴五十鈴媛
ひめたたらいすずひめ

皇后です。神武天皇は初代天皇の位につき、

神日本磐余彦火火出見天皇
かむやまといわれひこほほでみのすめらみこと

ともいわれています。 『日本書紀』に神武天皇が橿 原 宮
かしはらのみや

で即位したと書か

れてあり、それを根拠にして、明治２３年(１８９０)に神社の建物が建てられ、橿原神宮の名前が天皇から下

され旧官 幣
かんぺい

大 社
たいしゃ

(最も格式が高い神社)に列せられました。本
ほん

殿
でん

は京都御所
ごしょ

の 賢 所
かしこどころ

を移築したものです。 

す 
                          

        
 

すいかのたね  

ならがせいさん  

にほんいち 

 

西瓜
すいか

の種
たね

奈良
な ら

が生産
せいさん

日本一
にほんいち

 
 

奈良県は全国で最も早く西瓜の品 種
ひんしゅ

改 良
かいりょう

を盛んに行い、果
か

肉
にく

が甘くて皮が丈夫な運搬に向いている品種の

開発に成功しました。 

昭和の高度
こうど

成 長 期
せいちょうき

に日本各地で西瓜が作られるようになり、奈良の西瓜生産は衰えましたが、西瓜の種は品

種改良を行い優れた西瓜の系統を引き継いで、全国で生産される西瓜の種の８割以上が奈良県で作られていま

す。 

せ 
                           

   
 

せかいさいこの  

もくぞうけんちく  

ほうりゅうじ 

 

世界
せかい

最古
さいこ

の木造
もくぞう

建築
けんちく

法
ほう

隆寺
りゅうじ

 
 

推古
すいこ

天皇１５年(６０７)に完成した伽藍
がらん

(お寺の建物)は、天
てん

智
じ

天皇９年(６７０)に全焼しましたが、西 院
さいいん

伽

藍は和銅
わどう

４年(７１１)までに再 建
さいこん

され、東 院
とういん

は天平１１年(７３９)に僧
そう

行
ぎょう

信
しん

が聖 徳 太 子
しょうとくたいし

の 斑 鳩
いかるがの

宮
みや

跡
あと

に夢
ゆめ

殿
どの

(国宝)を建てました。 

国宝の 中 門
ちゅうもん

・回 廊
かいろう

・金堂・五重塔は再建当初の建築物です。 

そ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そがのうまこの  

はかとつたわる  

いしぶたい 

 

蘇我馬子
そがのうまこ

の墓
はか

と伝
つた

わる石
いし

舞台
ぶたい

 
 

石舞台は早くから墳
ふん

丘
きゅう

の盛 土
もりつち

が流出し、石 室
せきしつ

が露出したため「石舞台」と呼ばれるようになりました。 

石舞台は一辺約５０㍍の方
ほう

墳
ふん

(方形の墓)です。内部は花崗岩
かこうがん

の巨石を組み上げた横 穴 式
よこあなしき

石 室
せきしつ

で、玄 室
げんしつ

( 棺
ひつぎ

を納める部屋)と羨 道
せんどう

(玄室に通じる道)とからできています。石室の形態などから７世紀前半に造られた

ものと考えられ、蘇我馬子の墓の可能性が高いものです。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E5%AE%89%E4%B8%87%E4%BE%B6
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たかやまは  

ちゃせんのせいさん  

にほんいち 

 

高山
たかやま

は茶
ちゃ

筌
せん

の生産
せいさん

日本一
にほんいち

 
 

生駒市
いこまし

高 山 町
たかやまちょう

は、茶筌の里として知られています。 正 徳
しょうとく

６年(１７１６)、京都所司代
きょうとしょしだい

から高山の１３

名が「高山茶筌師」として苗 字
みょうじ

帯 刀
たいとう

が許されました。 

茶筌は、茶を点
た

てる竹製の点前
てまえ

道具の一つで、高山町は日本の茶筌の生産量の約９割を占めています。 

ち 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ちゅうじょうひめ 

ゆかりの 

たいまでらと  

せっこうじ 

 

中 将
ちゅうじょう

姫
ひめ

ゆかりの當麻寺
たいまでら

と石光寺
せっこうじ

 

中将姫は右大臣 藤 原
ふじわらの

豊
とよ

成
なり

の娘で、聖
しょう

武
む

天皇の時代(７２４年～７４９年)に中将姫が石光寺の境 内
けいだい

にある

井戸で蓮
はす

糸
いと

を染め、當麻寺本 尊
ほんぞん

の蓮
はす

糸
いと

曼荼羅
まんだら

を織ったという伝説があります。 石光寺は「染 寺
そめでら

」ともい

われ、寺の井戸は「染
そめ

の井
い

」といわれています。當麻寺では毎年５月１４日(２０１９年以降は４月１４日に

行われる予定)に中将姫が来 迎 仏
らいごうぶつ

に導かれる様子を演じる練
ねり

供養
くよう

会式
えしき

が行われています。 

つ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ついじべい  

しほうをめぐる  

へいじょうきゅう 

 

築地
ついじ

塀
べい

四方
しほう

をめぐる 平 城 宮
へいじょうきゅう

 
 

平 城
へいじょう

京
きょう

は和銅
わどう

３年(７１０)元
げん

明
めい

天皇から 延 暦
えんりゃく

３年(７８４)桓
かん

武
む

天皇まで存続した都です。平城京の北

部中央に平城宮があり、約１㌔四方の区画の外周を築地塀(築地
ついじ

大 垣
おおがき

)がめぐっていました。 

平城宮跡は、平成１０年(１９９８)に「古都
こ と

奈良の文化財」として東大寺などとともに世界遺産に登

録されました。平城宮跡では第一次大 極
だいごく

殿
でん

や朱雀門
すざくもん

などが復元されています。 

て 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

てらのやねがわら  

ぎょうきぶきの  

がんごうじ 

 

寺
てら

の屋根
や ね

瓦
がわら

行基
ぎょうき

葺
ぶ

きの元興寺
がんごうじ

 

元興寺は、蘇我馬子
そがのうまこ

が推
すい

古
こ

天皇４年(５９６)に飛鳥に建てた法
ほう

興寺
こうじ

(今の飛鳥寺
あすかでら

)が 平 城
へいじょう

京
きょう

遷都
せんと

とともに

養 老
ようろう

２年(７１８)に元興寺の名で新たに建てられたお寺です。室町時代と江戸時代にあった火災で伽藍
がらん

(寺の

建物)の大半が焼失し、現在は 中 院
ちゅういん

町
ちょう

の極 楽 院
ごくらくいん

と称された元興寺と境 内
けいだい

に塔跡が残る 芝
しばの

新屋
しんや

町
ちょう

の元

興寺に分かれています。 

中院町の元興寺の本 堂
ほんどう

(国宝)と禅 室
ぜんしつ

(国宝)の屋根の一部に飛鳥時代の瓦が行基葺き(様式)で残っています。 

と 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とうのそう  

がんじんたてた  

とうしょうだいじ 

 

唐
とう

の僧
そう

 鑑
がん

真
じん

建
た

てた唐招提寺
とうしょうだいじ

 

唐招提寺は、 聖
しょう

武
む

天皇の招きにより唐から来た鑑
がん

真
じん

和 上
わじょう

が 天 平
てんぴょう

宝
ほう

字
じ

３年(７５９)に新田部
にいたべ

親 王
しんのう

旧 宅
きゅうたく

に 律 宗
りっしゅう

の道場を開いたことに始まります。御影堂
みえいどう

には鑑真和上坐像
ざぞう

(国宝)をまつっています。建築

では、代表的な天平建築である金堂(国宝)や平城宮の 東 朝 集
ひがしちょうしゅう

殿
でん

を移築改造した講堂(国宝)などがありま

す。鎌倉時代に寺を再び盛んにした覚
かく

盛
じょう

上 人
しょうにん

を偲
しの

んで毎年５月１９日に行われる鼓
こ

楼
ろう

(国宝)からの「う

ちわまき」がよく知られています。 



 

な 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ならのしか  

かすがたいしゃの  

かみのおつかい 

 

奈良
な ら

の鹿
しか

春日
かすが

大社
たいしゃ

の神
かみ

のお使
つか

い 
 

奈良の鹿は、春日大社を最初にまつるにあたって、茨 城 県
いばらきけん

の鹿島
かしま

神 宮
じんぐう

から春日
かすが

大 明 神
だいみょうじん

が鹿に乗って来ら

れたという説話から神
しん

鹿
ろく

として守られてきました。 

奈良公園の鹿は国の天然記念物に指定されている野生動物です。１０月には牡鹿
おじか

の角で突かれる危険を防止す

るために江戸時代から続く鹿の角
つの

きりが行われています。 

に 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にがつどう  

はるをつげる  

おみずとり 

 

二月堂
にがつどう

春
はる

を告
つ

げるお水
みず

取
と

り 
 

お水取りは、 天 平
てんぴょう

勝
しょう

宝
ほう

４年(７５２)、東大寺
とうだいじ

を開いた良
ろう

弁
べん

僧 正
そうじょう

の弟子の実
じつ

忠
ちゅう

によって始められた

と伝えられています。 二月堂(国宝)の本 尊
ほんぞん

十 一 面
じゅういちめん

観 音
かんのん

に、東大寺のお坊さんが人々にかわって罪を懺悔
ざんげ

して国家の安 泰
あんたい

と万民が豊かに暮らせるように祈る法 要
ほうよう

(修二会
しゅにえ

)です。「お水取り」や「お松 明
たいまつ

」の名で知

られ、奈良の春を告げる代表的行事です。 

ぬ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぬかたのおおきみ  

めぐるあらそい  

やまとさんざん 

 

額 田 王
ぬかたのおおきみ

めぐる 争
あらそ

い大和
やまと

三山
さんざん

 
 

大和
やまと

盆地
ぼんち

南部
なんぶ

(橿原市
かしはらし

)に点在する天香久山
あまのかぐやま

、畝傍山
うねびやま

、耳 成 山
みみなしやま

の三つの山を大和三山と呼びます。

『万 葉 集
まんようしゅう

』では中 大 兄 皇 子
なかのおおえのおうじ

(のちの天智
てんじ

天皇)が「香
か

具
ぐ

山
やま

は 畝
うね

火
び

ををしと 耳
みみ

成
なし

と 相あらそひき神代
かみよ

よ

り かくにあるらし 古 昔
いにしへ

も 然
しか

にあれこそ うつせみも 嬬
つま

をあらそふらしき」と歌っています。 

大和三山が神
かみ

代
よ

に恋争いをした歌ですが、中大兄皇子と弟の大海人
おおあまの

皇子
おうじ

の額田王をめぐる恋争いを大和三山に

なぞった歌ともいわれています。 

ね 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ねんごうは  

たいかではじまる 

にほんこく 

 

年号
ねんごう

は大化
たいか

で始
はじ

まる日本
にほん

国
こく

 
 

『日本
にほん

書紀
しょき

』によると、「皇
こう

極
ぎょく

天皇の４年(６４５)を改めて大化
たいか

元 年
がんねん

とす」と書かれてあり、大化は日本最

初の年号となりました。 

中 大 兄 皇 子
なかのおおえのおうじ

(のちの天智
てんじ

天皇)や中 臣 鎌 足
なかとみのかまたり

(のちの藤 原 鎌 足
ふじわらのかまたり

)らが蘇我入鹿
そがのいるか

を暗殺し、蘇我氏を滅ぼし

た乙巳
いっし

の変の直後に年号制定が行われました。その後、大化
たいか

の改 新
かいしん

へと続いていきます。 

の 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のうがくの  

はじまり  

やまとさるがくよざ 

 

能楽
のうがく

の始
はじ

まり大和
やまと

猿楽
さるがく

四座
よ ざ

 
 

古くから興福寺
こうふくじ

や春日
かすが

大 社
たいしゃ

などの神事
しんじ

に奉仕することを職務とし、外山座
と び ざ

、坂
さか

戸
ど

座
ざ

、円
えん

満
ま

井
い

座
ざ

、結
ゆう

崎
ざき

座
ざ

の

四座が大和四座といわれました。 

室 町
むろまち

時代に入って結崎座の観阿弥
かんあみ

・世阿弥
ぜ あ み

父子が足利将軍家に重んじられて猿楽を現在の能楽とほぼ同じ芸能

に発展させています。以後、豊臣氏・徳川氏にも重んじられ、外山座は 宝 生
ほうしょう

流
りゅう

、坂戸座は金 剛 流
こんごうりゅう

、円

満井座は金 春 流
こんぱるりゅう

、結崎座は観
かん

世
ぜ

流
りゅう

となり、現在まで続いています。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%83%BD%E6%A5%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%B8%E8%83%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%B8%E8%83%BD
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はなのはせでら 

ぶたいづくりと  

のぼりろう 

 

花
はな

の長
は

谷
せ

寺
でら

舞
ぶ

台
たい

造
づく

りと登 廊
のぼりろう

 

長谷寺の本堂は、徳 川
とくがわ

家 光
いえみつ

の寄進によって慶 安
けいあん

３年(１６５０)に再 建
さいこん

された舞台造りといわれるもので国

宝になっています。 

仁王門
におうもん

から本堂に至る全長２００㍍ほどの登廊と梁
はり

に吊るされた球形の釣
つり

灯
とう

籠
ろう

も有名です。登廊に沿って咲

くボタンは見ごたえがあります。四季それぞれに花が咲いている花の寺です。 

平安時代には観 音
かんのん

信 仰
しんこう

が盛んになるにつれ京都からの参 詣 者
さんけいしゃ

も増え、貴族の女性も多く参詣しました。 

ひ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひみこのはか 

ともいわれる  

はしはかこふん 

 

卑弥呼
ひ み こ

の墓
はか

ともいわれる箸
はし

墓
はか

古墳
こふん

 
 

桜井市
さくらいし

箸 中
はしなか

にある箸墓古墳は、現在は宮内庁によって第七代孝
こう

霊
れい

天皇の皇
こう

女
じょ

倭
やまと

迹
と

迹
と

日
ひ

百
もも

襲
そ

姫
ひめの

命
みこと

の

大 市
おおいち

墓
ぼ

として管理されていますが、邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の女王卑弥呼の墓という説もあり、わが国において最も有名な

古墳の一つです。 

墓の形式は前 方 後 円 墳
ぜんぽうこうえんふん

ですが、前方部の先端がバチ状に広がっており、古い形状を示すとされています。 

ふ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふじわらきょう  

にほんはつの 

ほんかくとじょう 

 

藤原
ふじわら

京
きょう

日本
にほん

初
はつ

の本格
ほんかく

都城
とじょう

 
 

藤原京は、持
じ

統
とう

天皇が持統天皇８年(６９４)に飛 鳥
あすかの

浄 御 原 宮
きよみはらのみや

から遷都
せんと

し、文武
もんむ

天皇を経て、元 明
げんめい

天皇が

平 城
へいじょう

京
きょう

へ移る和銅
わどう

３年(７１０)までの都です。藤原京は道路に囲まれた区画をもつわが国初の本格的な都

です。 

宮の中心となる建物群は、礎石
そせき

建ち、丹
に

(朱)塗
ぬ

り柱、 瓦
かわら

葺
ぶ

きで、日本最初の中国式宮殿建築として建ってい

たと考えられています。 

へ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

へきがでしられる  

たかまつづかと  

きとらこふん 

 

壁画
へきが

で知られる高松
たかまつ

塚
づか

とキトラ古墳
こふん

 
 

明
あ

日
す

香
か

村
むら

にある高松塚古墳とキトラ古墳は、どちらも円墳で横
よこ

口 式
ぐちしき

石 槨
せっかく

があり、石槨内面の壁画が有名で

す。 

高松塚古墳には男女人物像が１６人も描かれており、飛鳥
あすか

時代後半の服装を知る上でも貴重な史料です。キト

ラ古墳には天
てん

文
もん

図
ず

と日月像、各壁には四神図が描かれ、さらに 獣 頭
じゅうとう

人 身 像
じんしんぞう

が描かれていたものと考えら

れています。 
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ほっけじは  

こうみょうこうごう  

ゆかりのあまでら 

 

法華寺
ほっけじ

は光 明
こうみょう

皇后
こうごう

ゆかりの尼寺
あまでら

 
 

法華寺の正式名は法華
ほっけ

滅罪之寺
めつざいのてら

といいます。 藤 原
ふじわらの

不比
ふ ひ

等
と

の旧邸宅を光 明 子
こうみょうし

が皇 后 宮
こうごうぐう

とし、 天 平
てんぴょう

１７

年(７４５)に宮寺となりました。総 国 分
そうこくぶん

尼寺
に じ

として全国の国分尼寺をまとめていました。 

平 安
へいあん

時代末期から室 町
むろまち

時代・戦 国
せんごく

時代にわたって建物は壊れていましたが、淀
よど

君
ぎみ

が奉行の片 桐
かたぎり

且 元
かつもと

に

建てさせた本堂・南門・ 鐘 楼
しょうろう

は現存していて重要文化財になっています。 



 

ま 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まんようしゅう 

ならうまれの 

さいこのかしゅう 

 

万 葉 集
まんようしゅう

奈良
な ら

生
う

まれの最古
さいこ

の歌集
かしゅう

 
 

『万葉集』は、７世紀後半から８世紀後半にかけてまとめられた日本最古の和歌集です。 

天皇、貴族から下 級 官 人
かきゅうかんじん

、防 人
さきもり

などさまざまな身分の人が詠
よ

んだ歌が２０巻・４５１６首あり、大 伴 家 持
おおとものやかもち

が編者と考えられています。成立は 天 平
てんぴょう

宝
ほう

字
じ

３年(７５９)以後とみられています。 

額 田 王
ぬかたのおおきみ

、 柿 本
かきのもとの

人麻呂
ひとまろ

、山 部 赤 人
やまべのあかひと

・山 上 憶 良
やまのうえのおくら

・大伴家持などの歌があります。 

み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みわやまは 

おおみわじんじゃの  

ごしんたい 

 

三
み

輪
わ

山
やま

は大神
おおみわ

神社
じんじゃ

のご神体
しんたい

 
 

三輪山は、桜
さくら

井
い

市
し

三
み

輪
わ

の東部にある円錐形の山で、標高は４６７㍍です。『古事記
こ じ き

』や『日本
にほん

書紀
しょき

』には三
み

諸 山
むろやま

・

御諸山
みむろやま

などとも記されています。 

山 麓
さんろく

に大神神社がありますが、祭神は三輪山をご神体とする大 物
おおもの

主
ぬしの

神
かみ

で、三輪山自体がご神体であるため

大神神社には本殿はありません。 
 

む 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むろうじは  

にょにんこうやの 

たたずまい 

 

室生寺
むろうじ

は女人
にょにん

高野
こうや

のたたずまい 
 

元 禄
げんろく

１１年(１６９８)に五代将軍徳 川
とくがわ

綱
つな

吉
よし

の母、桂
けい

昌 院
しょういん

が室生寺を興福寺
こうふくじ

から離し、新義
しんぎ

真 言
しんごん

宗
しゅう

豊山派
ぶざんは

の道場として以来、室生寺の弘法大師
こうぼうだいし

信 仰
しんこう

が高まり、女人高野の 霊 場
れいじょう

として発展しました。 

石積みの階段の 鎧 坂
よろいざか

の両側で春に咲くしゃくなげは有名で、緑の木立に囲まれて建っている可憐な木 塔
もくとう

の

五重塔(国宝)も美しい 佇
たたず

まいを見せ、静かな風情
ふぜい

を求めて今も多くの参 詣 者
さんけいしゃ

が訪れています。 
 

め 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めらめらと  

ほのおがはしる  

わかくさやまやき 

 

めらめらと 炎
ほのお

が走
はし

る若草
わかくさ

山焼
やまや

き 
 

奈良市北東にある若草山は標高３４２㍍です。 中 世
ちゅうせい

に春日大社、興福寺、東大寺の境界争いに端を発すると

いわれ、毎年冬に行われる「山焼き」の起源という説もあります。山焼きが始まる前には大花火が打ち上げら

れ、全 山
ぜんざん

が炎に包まれる野焼
の や

き行事です。 
 

も 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もこしあり  

ろくじゅうにみえる  

やくしじとうとう 

 

裳階
もこし

あり六 重
ろくじゅう

に見
み

える薬師寺
やくしじ

東塔
とうとう

 
 

天 平
てんぴょう

２年(７３０) 建 立
こんりゅう

の薬師寺の東塔(国宝)は各階に裳階(本来の屋根の下につけたひさしのようなも

の)がめぐり、六層に見える三重塔で、日本の古代建築を代表する古い建築物であるとともに、最も美しい木 塔
もくとう

であるといわれています。 

飛
ひ

天
てん

の透
す

かしをもつ相
そう

輪
りん

(仏塔
ぶっとう

の最上部にある装飾部分)の水 煙
すいえん

も芸術的価値が高いものです。 
 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%92%8C%E6%AD%8C%E9%9B%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BA%AB%E5%88%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E9%96%93


 

や 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やまとは 

くにのまほろばと 

うたった  

やまとたけるのみこと 

 

大和
やまと

は国
くに

のまほろばとうたった 倭
やまと

建
たけるの

命
みこと

 
 

「大和は 国のまほろば たたなづく青 垣
あおかき

 山ごもれる 大和しうるはし」は、『古事記
こ じ き

』に倭建命の歌として伝

えられている歌です。 

歌の意味は、「大和は国の中で一番良いところである。幾重
いくえ

にもかさなりあった青い垣根のような山やまにかこ

まれた大和はほんとうに美しくて立派なところである。」ということです。 

 

ゆ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆえんぼく  

すすをかためた 

ならのすみ 

 

油煙
ゆえん

墨
ぼく

煤
すす

をかためた奈良
な ら

の墨
すみ

 
 

奈良
な ら

墨
ずみ

は、室 町
むろまち

時代に興福寺
こうふくじ

の二諦
にたい

坊
ぼう

で、たまった 灯 明
とうみょう

の煤
すす

を集めた油煙墨が起源といわれています。

当時は貴重で「油煙」と呼び、贈答用にしました。織田
お だ

信 長
のぶなが

に墨 百 挺
ひゃくちょう

を献
けん

上
じょう

した記録もあります。 

『日本
にほん

書紀
しょき

』には、推古
すいこ

天皇１８年(６１０)に高句
こうく

麗
り

僧の曇
どん

徴
ちょう

が、紙
し

墨
ぼく

(紙と墨)の製法を日本に伝えたと書

かれています。 
 
 

よ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よしのやま  

さくらのめいしょと  

さいぎょうほうし 

 

吉野
よしの

山
やま

桜
さくら

の名所
めいしょ

と西 行
さいぎょう

法師
ほうし

 
 

吉野山は大 峰
おおみね

山 脈
さんみゃく

の北端にある山で、桜の名所として知られ全山３万本ともいわれています。 

「下
しも

千 本
せんぼん

」「中
なか

千本」「上
かみ

千本」「奥
おく

千本」の呼び名は、一地点から千本の桜が一望できるという意味です。 

西行法師は平 安
へいあん

時代末期に鳥
と

羽
ば

院
いん

に仕えましたが、出家し諸国を行 脚
あんぎゃ

しました。吉野山には３年ほどひっそ

りと住み、吉野の桜を愛し歌いました。「奥千本」といわれる付近に、小さな 庵
いおり

の 西 行
さいぎょう

庵
あん

があります。 
 
 

ら 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

らんじゃたい  

てんかいちの  

めいこうおさめる  

しょうそういん 

蘭奢待
らんじゃたい

 天下
てんか

一
いち

の名香
めいこう

収
おさ

める正 倉 院
しょうそういん

 
 

蘭奢待は、東大寺正倉院(国宝)に収納されている香 木
こうぼく

で天下第一の名香といわれています。 

正倉院宝 物
ほうもつ

目 録
もくろく

での名は 黄 熟
おうじゅく

香
こう

で、「蘭奢待」という名は、その文字の中に"東・大・寺"の名を隠した呼

び名です。紅
べに

沈 香
じんこう

と並び、権力者にとって非常に 重 宝
ちょうほう

された香木です。 
 

り 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

りょうてで  

まわしのみする 

さいだいじ 

おおちゃもり 

 

 

両手
りょうて

で廻
まわ

し飲
の

みする 西大寺
さいだいじ

大茶
おおちゃ

盛
もり

 
 

西大寺は奈良
な ら

時代に 称
しょう

徳
とく

天皇が建てたお寺です。平 安
へいあん

時代には多くの建物が焼失して荒れていましたが、

鎌 倉
かまくら

時代に叡
えい

尊
そん

というお坊さんが再び元のように盛んにしました。 

大茶盛は、その叡尊が祈祷
きとう

のあとに湯茶
ゆちゃ

をふるまったのが始まりとされ、西大寺のお坊さんがたてた抹 茶
まっちゃ

を直

径３０～４０㌢の大きな茶碗で廻し飲みします。 
 
 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E5%A4%A7%E5%AF%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A3%E5%80%89%E9%99%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E5%A4%A7%E5%AF%BA


 

る 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るしゃなぶつは  

とうだいじの 

だいぶつさん 

 

盧舎那仏
るしゃなぶつ

は東大寺
とうだいじ

の大仏
だいぶつ

さん 

大仏さんという名で親しまれている東大寺大 仏 殿
だいぶつでん

の本尊は、正式には毘
び

盧
る

舎
しゃ

那
な

仏
ぶつ

(国宝)といいます。 

「三 年
さんねん

八度
はちど

」といわれ、三年間に下から八段に分けて造られたとされています。 天 平
てんぴょう

勝
しょう

宝
ほう

４年(７５２)

４月９日に開 眼
かいげん

供養会
くようえ

（大仏に 魂
たましい

を入れる）が行われました。 現在に至るまでには地震や何度も戦乱に

あっており、私たちが目にする頭部と上半身の大部分は江戸
え ど

時代に再 興
さいこう

された時のものです。 
 
 

れ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れいきに  

さらしてつくる  

みわそうめん 

 

冷気
れいき

に晒
さら

して作
つく

る三輪
み わ

そうめん 
 

奈良
な ら

時代に中国から伝えられたそうめんは、巻
まき

向
むく

川
がわ

と初
は

瀬
せ

川
がわ

にはさまれた三
み

輪
わ

山
やま

のふもとで作られていま

す。かつては巻向川にはいくつもの水車が回り、小麦をひいていました。 

夏の食べ物であるそうめんは寒い時期に作られ、寒 風
かんぷう

に晒されるそうめん干しは真冬の風物詩
ふうぶつし

です。 
 
 

ろ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ろまんある  

さいこのこどう  

やまのべのみち 

 

ロマンある最古
さいこ

の古道
こどう

山
やま

の辺
べ

の道
みち

 
 

山の辺の道は、奈良
な ら

盆地
ぼんち

の南東にある三
み

輪
わ

山
やま

のふもとから北東部の春日山
かすがやま

のふもとまで、標高７０㍍前後の盆

地の東の縁
ふち

を山々の裾
すそ

を縫
ぬ

うように南北に通じる古道で、歴史に登場する道路のうちで最古の道といわれてい

ます。 

沿道には崇
す

神
じん

天 皇
てんのう

陵
りょう

や景
けい

行
こう

天 皇
てんのう

陵
りょう

などの陵 墓
りょうぼ

や古墳
こふん

や古い寺社
じしゃ

も多くあります。 
 
 

わ 
  

わかみやおんまつり  

いきたにほんの  

げいのうし 

 

若宮
わかみや

おん 祭
まつり

生
い

きた日本
にほん

の芸
げい

能
のう

史
し

 
 

保 延
ほうえん

元 年
がんねん

(１１３５)に春日
かすが

大 社
たいしゃ

の若 宮
わかみや

神
しん

をまつる建物が建てられ、翌年から若宮神の例祭のおん祭が始

まりました。神社の由来を書いた資料では、関 白
かんぱく

藤 原
ふじわらの

忠 通
ただみち

が、すべての穀物が豊かに実ることと国民が

平 穏
へいおん

であることを祈
き

願
がん

して始めたとされています。 おん祭は、１２月１５日から１８日にかけて、神と人

の御
お

旅
たび

所
しょ

への移動とそこでの華
か

麗
れい

なお祭りが行われます。ここで数多くの歴史的な芸能が奉 納
ほうのう

されることか

ら「生きた芸能史」ともいわれています。 
 
 

※解説文の内容は、主に『奈良まほろばソムリエ検定 公式テキストブック』を参考にしています。                        2019.12.12                      

 

 


